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■
布
団
の
調
製

　

被
災
者
・
避
難
民
で
溢
れ
た
千
住
町
は
、

布
団
が
足
り
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。

　

そ
の
た
め
東
京
府
は
、
布
団
の
材
料
を

準
備
し
、
専
門
家
に
製
作
を
依
頼
し
よ
う

と
し
た
。
し
か
し
、
南
足
立
郡
で
は
時
間

と
経
費
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
郡

視
学
（
教
育
を
担
当
す
る
地
方
行
政
官
）

が
千
住
町
の
小
学
校
長
と
協
議
し
、
生
徒

に
布
団
を
調
製
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。『
写

真
帖
』
に
は
、「
義
侠
的
観
念
ト
同
情
心
ノ

向
上
ヲ
計
リ
一
面
経
費
ノ
節
約
及
追
々
寒

冷
ヲ
覚
ヘ
来
タ
リ
避
難
者
ノ
寒
苦
ヲ
想
ヒ

片
時
モ
早
ク
配
給
セ
ン
ト
ノ
趣
旨
」
だ
っ

た
と
あ
る
。
結
果
、
専
門
家
に
よ
る
講

習
を
受
け
た
高
等
科
（
現
在
の
中
学
校
）

一
六
六
人
、
尋
常
科
六
年
生
（
現
在
の
小

学
校
六
年
生
）
二
〇
〇
人
、
篤
志
婦
人
五
人
、

教
員
三
五
人
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
一
週
間

の
間
に
一
〇
六
五
組
の
布
団
を
調
製
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
被
災
者
に
対
す
る

支
援
を
教
育
の
一
環
と
し
、
経
費
を
削
減

し
た
う
え
、
迅
速
に
被
災
者
に
布
団
を
供

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
一
石
三
鳥

と
も
い
う
べ
き
事
業
で
あ
っ
た
。
千
住
町

民
は
、
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、

多
く
の
避
難
民
救
助
に
尽
力
し
た
の
で
あ

る
。
生
徒
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
布
団
は
、

さ
ぞ
暖
か
か
っ
た
だ
ろ
う
。

■
鉄
道
の
被
害

　

さ
て
、
冒
頭
に
掲
載
し
た
『
写
真
帖
』

収
録
の
写
真
は
、
現
東
武
伊
勢
崎
線
堀
切

　

今
年
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

九
月
一
日
午
前
一
一
時
五
八
分
に
関
東
大

震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
一
〇
〇
年
と
い
う

節
目
の
年
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
大
正
十
三
年
五
月
に
千
住
町

庶
務
課
が
発
行
し
た
『
大
震
災
千
住
町
写

真
帖
』（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
）
の

紹
介
を
し
た
こ
と
が
あ
る
（
本
誌
五
九
五

号
「
関
東
大
震
災
と
足
立
―
『
大
震
災
千

住
町
写
真
帖
』
―
」
※
以
下
『
写
真
帖
』）。

　

一
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た

今
、
前
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
点
を
中
心

に
、
そ
の
他
の
研
究
も
交
え
な
が
ら
、
あ

ら
た
め
て
足
立
区
に
お
け
る
関
東
大
震
災

の
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

■
南
足
立
郡
の
被
害
と
供
養
塔　

　

関
東
大
震
災
は
、
十
万
人
を
超
え
る
死

者
・
行
方
不
明
者
が
出
た
。
南
足
立
郡
（
現

足
立
区
域
）
で
も
死
者
八
九
名
を
出
し
て

い
る
。
千
住
町
で
二
八
名
、
西
新
井
村
で

四
八
名
が
亡
く
な
っ
た
。

　

西
新
井
村
で
多
く
の
死
者
が
出
た
の
は
、

東
京
紡
績
西
新
井
工
場
で
崩
落
事
故
が
起

き
た
た
め
で
あ
る
。
工
場
で
亡
く
な
っ
た

人
々
の
遺
体
は
、
満
願
寺
（
栗
原
三
―
六

―
六
）
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
満

願
寺
に
は
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

千
住
町
は
東
京
市
内
か
ら
の
避
難
者
で

溢
れ
、
千
住
町
は
そ
の
対
応
を
す
る
た
め
、

不
動
院（
千
住
一
―
二
―
二
）に
天
幕
を
張
っ

た
仮
事
務
所
を
設
置
し
、
炊
き
出
し
な
ど
の

救
護
に
あ
た
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、

不
動
院
に
も
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

第 号666
2023 年 8 月 15 日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

も
く
じ

も
く
じ

関東大震災と千住町 …関東大震災と千住町 … P1P1

（１）

お化け煙突６０年－発電の仕組みと装置① …お化け煙突６０年－発電の仕組みと装置① …
文化遺産を伝える史跡③　江戸と明治を伝えた名倉医院 …文化遺産を伝える史跡③　江戸と明治を伝えた名倉医院 … P4P4

『大震災千住町写真帖』所収　
　　「東武鉄道綾瀬川鉄橋以西ノ被害状況ニシテ線路ノ陥没シタル 
　　ヨリ見ルモ此一帯ニ亘リテ地盤ノ低下シタルガ如キ感アリ」

P3P3

関
東
大
震
災
と
千
住
町

関
東
大
震
災
と
千
住
町  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

    

佐
藤
　
貴
浩

佐
藤
　
貴
浩



令和 5年 8月 足 立 史 談 第 666 号

に
滞
在
中
だ
っ
た
が
、
二
日
午
後
十
一
時

に
日
光
御
用
邸
と
千
住
郵
便
局
と
の
間
で

電
話
回
線
が
復
旧
し
て
い
る
。
電
話
回
線

と
し
て
は
も
っ
と
も
早
い
復
旧
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
三
日
早
暁
に
は
千
住
―
仙
台
間

と
千
住
―
大
阪
間
の
電
信
線
が
開
通
し
、

午
前
七
時
に
千
住
局
か
ら
仙
台
局
を
経
由

し
て
、
各
地
の
逓
信
局
長
お
よ
び
地
方
長

官
に
宛
て
て
震
災
の
詳
報
が
伝
え
ら
れ
た
。

千
住
か
ら
発
せ
ら
れ
た
電
信
は
、
震
災
後

東
京
か
ら
初
め
て
の
電
信
と
な
っ
た
（
田

原
啓
祐　

二
〇
一
二
年
）。

　

関
東
大
震
災
は
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
が
、
千
住
町
は
様
々
な
取
り
組
み
で

避
難
者
の
救
助
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
東

京
府
内
の
交
通
・
通
信
が
途
絶
す
る
中
で
、

千
住
町
は
い
ち
早
く
復
旧
し
、
全
国
に
情

報
を
発
信
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
【
参
考
文
献
】

草
野
郁
「
関
東
地
震
に
お
け
る
東
京
低
地

の
液
状
化
履
歴
」（『
土
木
学
会
論
文
集
』

四
〇
六
、一
九
八
九
年
）

田
原
啓
祐
「
関
東
大
震
災
後
に
お
け
る
逓

信
事
業
の
復
旧
と
善
後
策
」（『
逓
信
総
合

博
物
館
研
究
紀
要
』
四
、二
〇
一
二
年
）

田
中
正
敬
「
関
東
大
震
災
に
お
け
る
鉄

道
の
被
害
と
復
旧
―
国
有
鉄
道
の
「
震

災
日
誌
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」

（『
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』

二
九
八
、二
〇
一
九
年
）

　
　  （
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
　
貴
浩
）

一
般
的
だ
が
、
当
時
は
大
震
火
災
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
尋
常
な
ら
ざ
る

火
災
の
被
害
が
強
調
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
。

　

震
災
直
後
、
千
住
町
で
は
三
か
所
で
火

災
が
発
生
し
、
二
か
所
は
す
ぐ
に
鎮
火
し

て
い
る
。
残
る
一
か
所
の
日
本
製
靴
株
式

会
社
で
は
、
工
業
用
ガ
ス
が
発
火
し
大
炎

上
し
た
が
、『
写
真
帖
』
に
よ
れ
ば
二
日
午

前
二
時
に
完
全
鎮
火
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

無
線
が
発
せ
ら
れ
た
二
日
午
前
七
時
十
五

分
に
は
、
千
住
の
火
災
は
鎮
火
し
て
い
た

の
で
あ
る
（
市
内
の
大
火
も
二
日
午
前
六

時
頃
に
お
お
む
ね
鎮
火
し
て
い
た
。
完
全

鎮
火
は
三
日
午
前
十
時
）。

　

無
線
か
ら
は
、
当
時
の
緊
迫
し
た
状
況

が
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
通
信
網
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
、
正
確
な
情
報
が
わ
か
ら

な
い
中
で
発
せ
ら
れ
た
無
線
の
内
容
に
は

問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
東
京
海
軍
無
線
電
信
所
船
橋
送

信
所
は
、
救
援
要
請
を
行
い
多
く
の
人
を

助
け
た
が
、
朝
鮮
人
暴
動
と
い
う
不
確
か

な
情
報
を
広
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。

■
通
信
網
の
復
旧

　

千
住
町
の
通
信
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
千

住
郵
便
局
で
あ
っ
た
。
千
住
郵
便
局
は
、
現

在
、
千
住
中
居
町
に
建
築
家
の
山
田
守
が

建
て
た
旧
千
住
郵
便
局
が
現
存
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
昭
和
五
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
震
災
当
時
は
千
住
二
丁
目
に
位
置
し
て

い
た
。
千
住
郵
便
局
は
、
幸
い
小
破
だ
っ
た
。

　

震
災
当
時
、
大
正
天
皇
は
日
光
御
用
邸

護
品
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
を
無
賃
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

他
は
、
原
則
と
し
て
震
災
地
域
に
入
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
方
で
、
罹
災

民
が
地
方
に
移
動
す
る
場
合
は
、
無
賃
で

利
用
で
き
た
（
田
中
正
敬　

二
〇
一
九
年
）。

復
旧
の
早
か
っ
た
常
磐
線
を
利
用
し
た
移

動
も
多
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

■
通
信
の
途
絶

　

東
京
地
区
の
電
信
・
電
話
と
い
っ
た
当
時

最
新
の
通
信
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
被
害
や
電

源
の
喪
失
な
ど
に
よ
り
、
壊
滅
状
態
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
通
信
は
徒
歩
・
自
動
車
・

飛
行
機
・
伝
書
鳩
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横
浜
港
内
外

に
い
た
十
数
隻
の
船
の
無
線
は
生
き
て
お

り
、
発
災
か
ら
三
十
分
後
、
銚
子
局
を
経
由

し
て
各
地
に
被
害
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
て

い
っ
た
（
田
原
啓
祐　

二
〇
一
二
年
）。　

　

こ
う
し
た
中
、
東
京
海
軍
無
線
電
信
所

船
橋
送
信
所
も
各
地
に
無
線
を
送
っ
て
い

る
。
二
日
午
前
七
時
十
五
分
発
の
一
部
を

紹
介
す
る
〔｢

公
文
備
考　

変
災
災
害
４　

巻
１
５
６
〈
通
信
関
係
〉（
６
）」〈
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
〉
※
原
文
は
全
文
カ

ナ
書
き
だ
が
、
読
み
や
す
く
改
め
た
〕。

　
火
災
ナ
オ
猛
烈
ニ
シ
テ
、
既
ニ
千
住
ヨ
リ

　
品
川
ニ
及
ビ
、
爆
発
頻
出
紅
蓮
ノ
炎
本
所

　
ヨ
リ
見
ユ

　

無
線
に
よ
れ
ば
、
千
住
か
ら
品
川
ま
で

猛
烈
な
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

■
千
住
町
の
火
災

　

現
在
で
は
関
東
大
震
災
と
い
う
呼
称
が

駅
周
辺
、
お
そ
ら
く
現
、
荒
川
内
と
み
ら

れ
る
場
所
を
写
し
た
も
の
で
、
一
見
し
て

明
ら
か
な
よ
う
に
、
伊
勢
崎
線
の
運
行
は

不
可
能
と
な
っ
た
。
地
震
の
被
害
の
凄
ま

じ
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
写
真
で
あ
る
。

こ
う
し
た
凄
ま
じ
い
地
震
の
被
害
に
よ
り
、

東
京
府
の
交
通
・
通
信
が
途
絶
し
て
し
ま
う
。

　

写
真
の
説
明
文
は
、
地
盤
沈
下
し
た
か

の
よ
う
だ
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
盛

土
が
崩
壊
し
た
状
態
を
写
し
た
も
の
で
、

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
と
い
う
（
草

野　

一
九
八
九
年
）。　

　

東
武
伊
勢
崎
線
は
、
浅
草
駅
が
延
焼
す
る

な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
ほ
か
、
荒
川
に
か
か

る
鉄
橋
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
浅
草
―
西

新
井
間
が
九
月
二
十
二
日
に
復
旧
す
る
ま

で
不
通
と
な
っ
た
。
同
じ
く
荒
川
放
水
路
に

か
か
る
鉄
橋
を
通
過
す
る
常
磐
線
は
、
北
千

住
―
金
町
間
が
九
月
三
日
に
復
旧
し
て
い

る
。
北
千
住
―
南
千
住
間
も
九
月
四
日
に
復

旧
し
て
お
り
、
常
磐
線
は
比
較
的
早
く
復
旧

し
た
（
田
中
正
敬　

二
〇
一
九
年
）。

　
『
写
真
帖
』
に
は
、
鉄
橋
の
写
真
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
に
は
「
荒
川

放
水
路
ニ
架
カ
レ
ル
常
磐
線
及
東
武
線
ノ

鉄
橋
被
害
ハ
東
武
線
多
ク
シ
テ
十
数
日
間

列
車
ノ
運
転
不
能
ト
ナ
リ
北
千
住
側
鉄
橋

際
ヨ
リ
徒
歩
連
絡
ヲ
ナ
シ
頗
ル
困
難
ト
混

雑
ヲ
見
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

■
戒
厳
令
と
鉄
道

　

九
月
二
日
に
戒
厳
令
が
発
令
さ
れ
、
南

足
立
郡
も
対
象
地
域
と
な
っ
た
。
戒
厳
令

に
伴
っ
て
、
震
災
救
護
事
務
従
事
者
や
救

（２）
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幅
に
し
た
も
の
を
一
つ
の
缶
に
３
基
取
り

付
け
て
あ
り
、
缶
前
（
か
ま
ま
え
）
か
ら

缶
裏
ま
で
は
４
・
８
８
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
し

た
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
（stoker

）
は
、
給
炭
機

や
火
夫
（
か
ふ
）、
缶
焚
き
（
か
ま
た
き
）

=

ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
意
味
で
す
。
英
語
だ

と
発
音
が
異
な
り
ま
す
が
日
本
語
だ
と
同

じ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
特
定
の
人
へ
の
つ

き
ま
と
い
と
い
う
意
味
の
ス
ト
ー
カ
ー

（stalker

）
が
近
年
は
認
知
度
が
高
い
よ
う

で
す
。
元
火
夫
と
し
て
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

つ
づ
く

ブ
コ
ッ
ク
＆
ウ
イ
ル
コ
ッ
ク
ス
社
製
で
、

舶
用
型
水
管
式
ド
ラ
ム
ボ
イ
ラ
ー
と
い
い
、

圧
力
１
７
．
６
㎏
／
㎠
g
、
蒸
気
温
度

３
３
０
℃
、
発
生
蒸
気
量
27 

t/h
～
41 

t/h
で
、

炉
内
は
耐
火
煉
瓦
積
み
で
し
た
。

　

大
正
一
五
年
一
月
に
６
～
12
号
缶
が
、

昭
和
二
年
に
１
～
５
号
缶
が
運
転
を
開
始

し
ま
し
た
が
、
９
号
缶
は
、
昭
和
二
八
年

十
一
月
に
重
油
専
焼
に
改
造
さ
れ
た
ほ
か
、

老
朽
化
に
よ
り
蒸
気
発
生
量
が
減
少
し
て

き
た
の
で
缶
の
裏
側
に
重
油
助
燃
装
置
が

取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
取
り
付
け
年
は

不
明
で
す
。

　

石
炭
を
送
り
な
が
ら
燃
焼
さ
せ
る
装
置

を
ス
ト
ー
カ
ー
（stoker

）
と
い
い
、
キ
ャ

タ
ピ
ラ
を
横
繋
ぎ
し
、
２
・
１
３
メ
ー
ト
ル

ン
・
発
電
機
３
基
を
回
転
さ
せ
て
い
た
の

で
、
多
機
多
缶
式
（
た
き
た
か
ん
し
き
）

と
い
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
火
力
は
ひ
と

つ
の
タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
を
ひ
と
つ
の
ボ

イ
ラ
ー
で
回
転
さ
せ
る
た
め
、
一
機
一
缶

式
（
い
っ
き
い
っ
か
ん
し
き
）
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
千
住
火
力
は
石
炭
の
塊
を
そ
の

ま
ま
燃
焼
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
新
鋭
火

力
は
小
麦
粉
の
よ
う
に
す
り
つ
ぶ
し
バ
ー

ナ
ー
で
噴
射
し
燃
焼
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ

の
方
が
燃
焼
効
率
が
良
い
か
ら
で
す
。

　

千
住
火
力
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
米
国
の
バ

　
千
住
火
力
発
電
所
の
元
職
員
、
格
和
宏

典
さ
ん
に
文
章
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
発
電
の
し
く
み　

本
館
建
屋
内
は
、
汽

缶=

ボ
イ
ラ
ー
、
汽
機=
タ
ー
ビ
ン
、
電

機
の
機
器
が
設
置
さ
れ
発
電
所
の
心
臓
部

で
し
た
。
貯
炭
場
の
石
炭
を
バ
ケ
ッ
ト
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
屋
上
階
に
上
げ
、
自
重
で

階
下
の
ボ
イ
ラ
ー
に
落
下
さ
せ
燃
焼
さ
せ

ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
で
作
ら
れ
た
蒸
気
を
タ
ー

ビ
ン
に
送
り
回
転
さ
せ
る
と
、
タ
ー
ビ
ン

に
連
結
し
た
発
電
機
も
同
時
に
回
転
し
発

電
し
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
屋
外
変
電

所
か
ら
各
方
面
に
送
電
さ
れ
ま
し
た
。

※
本
編
で
は
ボ
イ
ラ
ー
を
缶
（
か
ま
）
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
設
備
に
つ
い

て
は
回
を
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。

■
ボ
イ
ラ
ー　

ボ
イ
ラ
ー
と
は
、
密
閉
し

た
容
器
の
中
に
圧
力
の
高
い
蒸
気
を
発
生

さ
せ
て
動
力
の
も
と
と
す
る
装
置
を
言
い
、

一
般
に
汽
缶
、
ボ
イ
ラ
ー
と
言
い
ま
す
が
、

現
場
な
ど
で
は
親
し
み
を
込
め
て
、
缶
（
か

ま
）
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

千
住
火
力
は
、
こ
の
缶
が
12
缶
（
か
ん
）

あ
り
６
缶
ず
つ
Ａ
・
Ｂ
の
２
室
に
分
け

ら
れ
、
３
缶
ず
つ
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す
。

ボ
イ
ラ
ー
10
缶
を
使
用
し
、
２
缶
は
故
障

時
対
応
の
予
備
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

10
缶
の
蒸
気
を
一
か
所
に
集
め
、
タ
ー
ビ 

（３）

[ 図２]　発電所断面図
※復水器（コンデンサー）= 汽機で使用した蒸気を隅田川の水
を使った熱交換により冷却し、温水にする装置のことで、ボイ
ラー水として再使用します。正しくは、表面冷却式復水器と呼
んでいました

[ 図１]　汽缶・汽機・煙突配置図
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ら
現
在
ま
で
二
〇
年
を
超
え
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
徳
川
家
祥
の
来
訪　

こ
の
屋
敷
は
江
戸

幕
府
の
十
四
代
将
軍
、
徳
川
家
定
が
将
軍

に
な
る
前
、
家
祥
（
い
え
さ
き
・
い
え
さ
ち
）

と
名
乗
っ
て
い
た
こ
ろ
、
千
住
遊
覧
の
際

に
小
休
所
と
す
る
こ
と
を
幕
府
か
ら
指
示

さ
れ
、直
賢
の
孫
、尚
壽
が
整
備
し
ま
し
た
。

　

徳
川
家
の
利
用
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の

は
三
回
で
す
。
①
嘉
永
元
年
十
一
月
十
八

日
、②
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
正
月
九
日
、

③
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
同
じ
正
月

九
日
で
す
（『
続
徳
川
実
紀
』『
旧
考
録
』）。

　

以
上
の
通
り
、
名
倉
家
の
屋
敷
―
名
倉

医
院
―
は
徳
川
将
軍
家
の
遺
跡
で
あ
る
と

と
も
に
、
多
く
の
文
化
遺
産
を
伝
え
る
拠

点
で
あ
る
こ
と
は
希
少
か
つ
貴
重
と
考
え

ま
す
。

　  （
学
芸
員
・
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
長
）

　

浮
世
絵
師
歌
川
広
重
の
命
日
に
、
広
重

の
墓
所
を
祀
る
東
岳
寺
に
て
、
広
重
の
事

績
を
た
ど
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
に
ち　

９
月
６
日
（
広
重
忌
）

　

開
　
場　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
30

分
（
入
場
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
会
　
場　

東
岳
寺
客
殿

　
　
　
　
　

伊
興
本
町
一
‐
五
‐
一
六

　

入
場
無
料　

ご
自
由
に
御
覧
く
だ
さ
い

　

問
先　

郷
土
博
物
館

　

電
話　

０
３
（
３
６
２
０
）
９
３
９
３

ま
す
。

　

史
跡
と
な
っ
て
い
る
名
倉
家
の
屋
敷
（
左

写
真
）
は
一
七
五
年
前
の
建
物
で
す
。
前

項
の
文
化
遺
産
は
主
屋
や
蔵
で
伝
え
ら
れ

ま
し
た
が
屋
敷
の
維
持
は
名
倉
家
の
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
ご
当
主
の
名

倉
静
様
と
は
博
物
館
の
地
域
調
査
の
頃
か

■
文
化
の
蓄
積　

直
賢
は
名
乗
り
を

「
彌
次
兵
衛
」
と

い
い
ま
す
が
、
浮
世
絵
師
、
葛
飾
北
斎
と

の
交
流
の
言
い
伝
え
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
葛
飾
北
斎
伝
』（
明
治
二
六
・
一
八
九
三
年
、

蓬
樞
閣
版
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
）
の
記
述
で
作
画

に
用
い
る
骨
格
の
知
識
を
「
接
骨
家
名
倉

彌
次
兵
衛
に
学
ん
だ
」
と
あ
る
の
が
根
拠

で
す
。
現
在
は
北
斎
自
身
の
遺
品
は
見
出

せ
ま
せ
ん
が
、
北
斎
門
人
の
昇
亭
北
寿
に

よ
る
直
賢
の
肖
像
（
右
の
挿
図
）
や
他
の

画
幅
が
伝
来
し
て
お
り
、
北
斎
一
門
と
の

交
流
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
江
戸
か
ら
明
治
の
文
化
遺
産　

平
成
二
六

年
（
二
〇
一
四
）、
名
倉
家
の
ご
厚
意
に
よ

り
郷
土
博
物
館
で
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

琳
派
の
酒
井
抱
一
や
村
越
其
栄
の
作
品
を

は
じ
め
岡
倉
天
心
の
書
簡
、
さ
ら
に
は
浮

世
絵
な
ど
江
戸
か
ら
明
治
の
美
術
資
料
が

多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
種
類
も
数
量
も

多
岐
に
わ
た
り
、平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）

度
の
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
『
大
千
住　

美
の
系
譜
―
酒
井
抱
一
か
ら
岡
倉
天
心
ま

で
―
』
を
は
じ
め
幾
度
か
の
展
覧
会
で
皆

様
に
資
料
や
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
建
て
ら
れ

た
長
屋
門
と
主
屋
等
が
江
戸
の
風
情
を
伝

え
る
の
が
、
千
住
五
丁
目
に
あ
る
名
倉
医

院
で
す
。
名
倉
家
の
歴
史
と
文
化
か
ら
、

足
立
区
の
登
録
文
化
財
、
記
念
物
（
史
跡
）

「
千
住
名
倉
医
院
」
と
な
っ
て
い
ま
す
（
昭

和
五
十
九
・
一
九
八
四
年
）。

■
千
住
宿
の
旧
家　

名
倉
家
は
千
住
の
古

典
籍
「
旧
考
録
」
に
「
旧
家
」
で
あ
る
と

記
述
さ
れ
、
寛
政
年
間
（
一
八
七
九
～

一
八
〇
一
）
に
は
千
住
宿
の
宿
役
を
つ
と

め
て
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
名

倉
家
の
記
録
『
名
倉
姓
譜
小
考
稿
』（
名

倉
重
雄
著
、
昭
和
三
・
一
九
二
八
年
。
私

家
版
）
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）
ま
で
に
名
倉
重
直
が
千
住
に

移
住
し
居
を
構
え
た
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
名
倉
」
と
い
う
名
前
は
「
骨
接
ぎ
」（
骨

折
治
療
）
の
代
名
詞
で
し
た
が
、
そ
の
骨

接
ぎ
を
創
始
し
た
の
が
「
業
祖
」（
ぎ
ょ

う
そ
）
と
言
わ
れ
る
名
倉
直
賢
（
な
お
か

た
・
一
七
五
〇
～
一
八
二
八
）
で
し
た
。

直
賢
は
元
も
と
武
術
（
柔
術
）
を
得
意
と

し
た
人
で
し
た
が
、
骨
接
ぎ
を
創
業
し
た

と
記
し
て
い
ま
す
。
創
業
年
は
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
と
さ
れ
、
現
在
も
整
形
外
科

と
し
て
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

（４）

一
日
だ
け
の
広
重
展

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
③

江
戸
と
明
治
を
伝
え
た
名
倉
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

多 

田 

文 

夫


